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平成 24 年 11 月 13 日 

各  位 

 

 

 

 

 

業績予想の修正並びに個別業績予想及び前期実績との差異に関するお知らせ 
 
最近の業績動向を踏まえ、平成 24 年５月 10 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしました

のでお知らせいたします。 
また、個別業績予想について、下記のとおり前事業年度の実績値と比較して差異が生じることから、

併せてお知らせいたします。 
 

記 
 
平成25年３月期連結業績予想数値の修正（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

190,000 
百万円 

10,000 
百万円 

9,300 
百万円 

5,000 
円 銭 

53.11 
今回修正予想（Ｂ） 170,000 5,100 4,300 600 6.37 
増減額（Ｂ－Ａ） △20,000 △4,900 △5,000 △4,400 △46.74 
増減率（ ％ ） △10.5 △49.0 △53.8 △88.0 △88.0 
（参考）前期実績 
（平成 24年 3月期） 

187,265 10,186 9,823 3,679 39.09 

 
平成25年３月期個別業績予想数値及び前期実績との差異（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前期実績（Ａ） 
百万円 

71,208 
百万円 

8,309 
百万円 

8,266 
百万円 

3,206 
円 銭 

34.06 
今回発表予想（Ｂ） 59,400 4,650 4,300 1,940 20.61 
増減額（Ｂ－Ａ） △11,808 △3,659 △3,966 △1,266 △13.45 
増減率（ ％ ） △16.6 △44.0 △48.0 △39.5 △39.5 
 
１．修正等の理由 
（１）通期連結業績予想 

第２四半期連結累計期間においては、新商品「バトロボーグ 20」や㈱タカラトミーアーツが展開
する「ポケモントレッタ」「プリティーリズム」のアミューズメントマシン等が好調に推移したもの
の、ボーイズホビー商品の不振、トレーディングカードゲーム市場の下落基調や経済不況の欧州を
中心にした海外販売の不振により当初予想した売上高を下回りました。最大商戦期である年末・年
始商戦においては「ファービー」等の話題商品はあるものの引続き厳しい市場環境が続くことが予
想されることから通期においても当初予想した売上高を下回る見込みであります。利益面では、固
定費含めた経費の圧縮を実施しておりますが、売上高の減少に伴う粗利益の大幅な減少をカバーす
ることは出来ず、営業利益、経常利益および当期純利益も前回予想を下回る見込みであります。 
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なお、配当につきましては、年間１株当たり 14 円（第２四半期末７円、期末７円）の予定に変更
ありません。 

 
（２） 個別業績予想（前期実績値との差異） 

「トミカ」「プラレール」の定番商品が堅調に推移するとともに、新商品「バトロボーグ 20」等も
人気を博しているものの、ボーイズホビー商品の不振、トレーディングカードゲーム市場の下落基
調や「トランスフォーマー」「ベイブレード」の輸出販売が落ち着きを見せており、第 3四半期以降
も引続き厳しい市場環境が続くことが予測されることから、売上高は前期実績を下回る見込みであ
ります。利益面でも、固定費含めた経費の圧縮を実施しておりますが、同様に前期実績を下回る見
込であります。 

 
 
 
【業績等の予想に関する注意事項】 

   この資料に記載されております業績等の予想数値につきましては、現時点で得られた情報に基い
て算定しており、多分に不確実な要素を含んでおります。実際の業績は、今後の様々な要因により
予想数値と異なる場合があります。 

 
以 上 


